
平成２７年８月７日に奈良県奈良市で発生した突風について

概要
８月７日、日本付近は太平洋高気圧におおわれ奈良県では薄雲

が広がったが、強い日射の影響で気温が上昇し、奈良市半田開町
で最高気温36度の猛暑日となった。この強い日射と湿った空気の
影響で、午後から大気の状態が非常に不安定となり、発達した積
乱雲が通過した奈良市では突風が発生し、奈良市半田開町で7日
17時34分に最大瞬間風速20.0メートルを観測した。
この影響で、割れたガラスにより怪我をした人や電柱が根元か

ら折れる等の被害が発生した。

8月7日15時の地上天気図 8月7日18時30分の気象衛星赤外画像

主要な河川

レーダー画像（8月7日17時50分）
：主な被害地域

アメダス地点における風向風速分布図
（8月7日17時40分）
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アメダス時系列グラフ（8月7日17時～19時）
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気象官署が執った措置

○警報・注意報の発表状況（奈良県奈良市のみ抜粋）

○竜巻注意情報

※奈良地方気象台は、気象庁機動調査班（JMA-MOT）を現地に派遣して現地調査を実施中
です。調査結果については、まとまり次第、改めてお知らせします。

（注）この資料は速報として取り急ぎまとめたもので、後日内容の一部訂正や追加をすることがあります。
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